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イネにおける放射性核種の分布と土壌からの移行率

　わが国の土壌中にも人工放射性核種が存在し

ていることをご存知でしょうか。これは、主に

1940年代から1980年代にアメリカ、ソ連、中

国等で行われた大気圏核実験により大気中に放

出された放射性核種が、地球上全体に広がり土

壌に沈着したことに由来しています。その代表

的な核種のストロンチウム‐90(90Sr)とセシウ

ム‐137(137Cs)について、青森市における

1958年から1994年までの年間降下量をみる

と、1963年にピークを迎え、その後減少して

1994年にはピーク時の1/10,000以下になって

います。1986年に137Csが少し増えているの

は、チュルノブイリ原子力発電所事故の影響で

す。

　植物は栄養分のみならず、土壌中に存在する

微量元素や放射性核種も吸収します。そのた

め、農作物がどの程度土壌中の放射性核種を取

り込むかを把握することは、放射能(線)による被

ばく線量の評価を行う上で必要なことです。食

用になる部分(可食部)はもちろんですが、人が食

べない部分(非可食部)についても有機肥料とする

ため土壌に鋤き込まれたり、家畜の飼料等とし

ても利用されたりすると、食物連鎖を通じて人

体に移行することになります。そのため、可食

部と同様に非可食部中濃度や部位別の分布割合

を知っておく必要があります。そこで、主食で

あるイネを対象に栽培実験を行い、土壌に蓄積

した90Sr及び137Csが、イネの部位ごとにどの程

度取り込まれるのか(分布割合)、また、土壌から

イネの各部位への移行率の試算について説明し

ます。

　環境科学技術研究所内(青森県六ヶ所村)に実験

用の水田(写真1)を作りイネを栽培しました。こ

のときの土壌中90Sr及び137Cs濃度は、乾燥状態

の土壌1 kg当りそれぞれ5.6及び4.4 Bq/kgで、

日本各地における測定値と同程度の値でした。

(ベクレル(Bq)：1秒当たり1個の原子が壊れて

いくことを1ベクレルと言う)

　栽培したイネを部位ごとに分け、それぞれを

450℃で灰化した後に化学処理して、90Sr及び
137Cs濃度を測定した結果、図2のようになりまし

た。示した値は、上段が90Sr、下段が137Csです。
図1　青森市における90Sr及び137Cs降下量

図2　土壌及びイネ各部位中90Sr及び137Cs
濃度1,2)(Bq/kg 乾燥重量)

写真 1　実験圃場

1997年 10月 24日
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　イネの根から吸収された放射性核種は、均一

に分布するのではないことが分かります。食用

となる白米中で90Sr及び137Cs濃度が最も低く、

それぞれ土壌中濃度の約1/500及び1/1,000で

した。この実験とは別に、青森県及び全国の水

田から採取した白米中90Sr及び137Cs濃度の報告

値を表1に示します。実験で得られた値(図2参

照)は、県内のデータの範囲内にありました。ま

た、青森県と全国とで大きな違いは見られませ

んでした。

　図3に示すように、イネ全体に占める白米の乾

燥重量割合は34%ですが、白米の90Srと137Csの

分布割合はイネ全体の存在量に対し、それぞれ

わずか1%と7%であり、両者とも90%以上が非

可食部に存在していました。

　イネ部位ごとの放射性核種の分布傾向が分か
りましたが、それでは、土壌からイネに吸収さ
れている90Sr及び137Csはどの程度なのでしょう
か。その計算を、①1平方メートル(㎡)の範囲で
栽培するイネの生育に必要な土壌中の放射性核
種の濃度、②イネ各部位の乾燥重量割合、③1㎡
当りの平均的な玄米(白米+ヌカ)の収穫量、④実
験で得た部位ごとの放射性核種濃度、に基づい
て行いました。①については、イネの根が土壌
表層(0～20 cm)にあるとして考え、その土壌の
乾燥重量は160 kgとなり、実験水田の土壌中
90Sr及び137Cs濃度を掛けて90Srが896 Bq、
137Csが704 Bqとなります。②については図3
のとおりです。また、③については0.5 kgと
し、②の値から白米0.45 kg、ヌカ0.05 kgとし
ました。
　表層土壌から白米に移行する割合は、白米の
乾燥重量中の核種濃度を①の値で割ることで得
られますので、90Srが0.0006%(0.012×0.45
÷896×100)、137Csが0.0003%(0.0048×0.45
÷704×100)となります。イネの地上部分全体
については、白米重量を元に各部位の白米に対
する重量比から重量を算出すると、モミガラ
0.11 kg、ワラ0.66 kgとなり、各部位を同様に
計算して合計すると、土壌中に含まれる90Srの0.09%、
137Csの0.003%が、それぞれ地上部へ移行した
ことになります3,5)。
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表1　青森県及び全国から採取した白米中90Sr
及び137Cs濃度(Bq/kg 乾燥重量)

図 3　イネにおける部位別乾燥重量割合 (%)、
Sr 及びCsの分布割合 (%) 1,4)


